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９
月
14
日
か
ら
16
日
、

韓
国
で
開
催
さ
れ
た
第
17

回
世
界
剣
道
選
手
権
に
お

い
て
、
鹿
屋
体
育
大
学
剣

道
部
松
本
智
香
さ
ん
（
武

道
課
程
４
年
）
と
同
大

学
職
員
冨
永
比
奈
野
さ
ん

（
同
大
学
２
０
１
８
・
３

卒
）
が
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出

場
し
た
日
本
女

子
チ
ー
ム
が
７

連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

序
盤
戦
か
ら

先
鋒
に
起
用
さ

れ
た
松
本
さ
ん

は
、
３
試
合
に

出
場
。
日
本
の

若
手
ホ
ー
プ
の

切
込
み
役
と
し

て
見
事
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
打
ち

勝
ち
、
出
場
し

た
全
試
合
で
勝

利
す
る
強
さ
と

勢
い
を
見
せ
つ

け
る
活
躍
と
な

り
ま
し
た
。

　

冨
永
さ
ん
は

決
勝
戦
を
含
む

４
試
合
に
出
場

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
お
り
何

か
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

鹿
児
島
県
民
と
し
て
は
同
じ

く
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

鹿
児
島
国
体
に
も
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
、１
９
７
２
年

の
第
27
回
鹿
児
島
大
会
の
よ

う
な
総
合
優
勝
を
目
指
し
、

選
手
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
▼

２
０
２
０
年
に
は
75
回
を
迎
え

る
国
体
で
あ
る
が
、そ
の
第
1

回
大
会
は
昭
和
21
年
に
京
都

府
で
、戦
後
の
荒
廃
と
混
乱
の

中
、国
民
、特
に
青
少
年
を
対

象
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
勇
気

や
希
望
を
与
え
る
た
め
に
財

団
法
人
大
日
本
体
育
会（
現

在
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）が

開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
現

在
、都
道
府
県
対
抗
方
式
で

あ
る
が
、こ
の
方
式
は
第
3
回

福
岡
大
会
か
ら
の
方
式
で
、鹿

児
島
県
は
男
子
総
合
優
勝
の

天
皇
杯
、
女
子
総
合
優
勝
の

皇
后
杯
と
も
に
第
27
回
鹿
児

島
大
会
で
の
獲
得
の
み
と
な
っ

て
い
る
。国
体
は
9
月
～
10
月

に
本
大
会
が
、
1
月
～
2
月

に
冬
季
大
会
が
行
わ
れ
て
お

り
、鹿
児
島
国
体
は
本
大
会

に
あ
た
り
、２
０
２
０
年
の
冬

季
大
会
は
青
森
県（
ス
ケ
ー
ト

競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
）と

富
山
県（
ス
キ
ー
競
技
）の
2

県
で
行
わ
れ
る
予
定
▼
親
し

み
の
あ
る
競
技
か
ら
普
段
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
競
技
ま
で
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
活
躍

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
で
あ
る
。鹿
屋
市
で
も
バ

レ
ー
、自
転
車
、ボ
ー
ト
の
ほ

か
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
試
合
会
場

ま
で
足
を
延
ば
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か（
Ｙ
・Ｋ
）

し
、
チ
ー
ム
唯
一
の
上
段

（
構
え
の
ス
タ
イ
ル
）
選

手
と
し
て
大
活
躍
。
中
堅

に
抜
擢
さ
れ
た
準
決
勝
と

決
勝
で
も
安
定
し
た
強
さ

を
見
せ
、
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
振
り
返
り
、
松

本
さ
ん
は
、
「
鹿
屋
体
育

大
学
に
入
学
し
た
目
標
の

一
つ
で
あ
る
世
界
大
会
で

の
優
勝
が
達
成
で
き
、
嬉

し
さ
と
安
心
し
た
気
持
ち

で
す
。
こ
れ
ま
で
い
た
だ

い
た
ご
支
援
や
応
援
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
一

方
冨
永
さ
ん
は
、
「
こ
の

日
の
た
め
に
３
年
間
全
日

本
の
強
化
合
宿
で
厳
し
い

訓
練
を
積
ん
で
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
。
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
ご
声

援
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

日
本
代
表
の
コ
ー
チ
と

し
て
帯
同
し
た
竹
中
健
太

郎
准
教
授
は
「
女
子
チ
ー

ム
コ
ー
チ
と
し
て
３
回
目

の
世
界
大
会
で
し
た
。
男

女
と
も
に
優
勝
し
、
多
く

の
本
学
卒
業
生
と
そ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
え
た
こ
と

は
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

特
に
現
役
の
本
学
学
生
が

初
め
て
世
界
選
手
権
に
出

場
し
た
こ
と
は
、
男
女
問

わ
ず
剣
道
部
員
の
大
き
な

励
み
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
り

ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
多
数
出
場
し

た
同
大
学
卒
業
生
の
皆
様

が
、
左
記
の
よ
う
な
成
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

女
子
個
人
戦　

3
位

　

藤
本　

美　

　

（
京
都
府
・
教
員　

２
０
１
４
・
3
卒
）

男
子
団
体　

優
勝　
　

　

前
田　

康
喜

　

（
大
阪
府
・
警
察
官

２
０
１
５
・
3
卒
）

　

大
城
戸　

知

　

（
大
阪
府
・
警
察
官

２
０
０
７
・
3
卒
）

男
子
個
人
ベ
ス
ト
８

　

勝
見　

洋
介

　

（
神
奈
川
県
・
警
察
官

２
０
０
９
・
3
卒
）

　

９
月
29
日
か
ら
10
月
9

日
に
お
い
て
第
73
回
国
民

体
育
大
会
が
福
井
県
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
一
部
会

期
前
実
施
競
技
も
あ
り
）

　

今
年
の
国
体
は
、
幸
福

度
日
本
一
と
い
わ
れ
る
福

井
県
で
県
民
の
元
気
と
創

意
を
結
集
し
、
し
あ
わ
せ

を
感
じ
、
元
気
が
あ
ふ
れ

る
国
体
を
め
ざ
し
て
“
福

井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

２
０
１
８
”
と
愛
称
が
つ

け
ら
れ
、「
織
り
な
そ
う　

力
と
技
と
美
し
さ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
正
式
競
技

37
競
技
そ
の
他
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
等
41

競
技
で
各
県
勢
・
各
選
手

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
も

多
く
の
学
生
と
教
員
が
鹿

児
島
県
や
そ
の
他
出
身
県

等
か
ら
派
遣
さ
れ
、
活
躍

し
ま
し
た
。
主
な
成
績
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

開
催
地
の
福
井
県
か
ら

体
操
競
技
成
年
男
子
団
体

総
合
の
選
手
と
し
て
出
場

し
た
杉
野
正
尭
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
２
年
）

と
、
自
転
車
成
年
男
子
ス

プ
リ
ン
ト
の
選
手
と
し
て

出
場
し
た
岸
田
剛
さ
ん（
同

２
年
）
は
、
見
事
優
勝
し
、

福
井
県
の
総
合
優
勝
に
つ

な
が
る
活
躍
を
み
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
勢
と

し
て
出
場
し
た
そ
の
他
の

学
生
や
教
員
に
つ
い
て
も
、

昨
年
よ
り
大
幅
な
順
位

ア
ッ
プ
を
果
た
し
総
合
成

績
17
位
と
な
り
、
２
年
後

の
開
催
県
と
し
て
勢
い
が

あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
鹿

児
島
県
勢
の
一
員
と
し
て

多
く
の
競
技
で
貢
献
・
健

闘
し
ま
し
た
。

世
界
剣
道
選
手
権 

日
本
女
子 
優
勝
！

松
本
智
香
さ
ん（
剣
道
部
）　
冨
永
比
奈
野
さ
ん（
本
学
職
員
）

第
73
回
国
民
体
育
大
会

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

競技 種目等 成績 氏名 学年 出場県
バレーボール ▽男子 4位 岩本　丈 4年 熊本

体操競技 ▽成年男子 団体総合

1位 杉野　正尭 2年 福井
3位 堀内　柊澄 3年 岡山

4位

前野　風哉 4年

鹿児島
大村　幸輝 4年
中谷　至希 3年
上田　直樹 2年
藤巻　竣平 1年

7位 福本　岳琉 1年 愛知
水泳 ▽成年男子 200 ｍ個人メドレー 6位 野崎　充 3年 佐賀

（オープンウォーター）▽男子 5㎞ 7位 小林　佑馬 4年 三重

剣道 ▽成年女子 団体 3位 渡邊　桃子 3年 鹿児島
▽成年男子 団体 2位 竹中　健太郎 教員 鹿児島

自転車

▽成年男子

個人ロードレース（93.9 ㎞） 4位 重満　丈 2年 沖縄

スプリント 7位 真鍋　智寛 2年 愛媛
8位 岸田　剛 2年 福井

ケイリン 3位 釘尾　真幸 4年 鹿児島

▽男子
４㎞チームパーシュート 2位 徳田　匠 3年 京都

8位 中村　圭佑 2年 広島

チーム・スプリント 1位 岸田　剛 2年 福井
2位 阿部　将大 4年 大分

▽女子
ケイリン 7位 西島　叶子 4年 熊本
スクラッチ 7位 橋本　優弥 3年 岐阜
チーム・スプリント 6位 橋本　優弥 3年 岐阜

セーリング ▽成年女子 ウインドサーフィン級 7位 渡邊　純菜 2年 山口
なぎなた ▽成年女子 団体 3位 春山　りんか 1年 熊本

ボート ▽成年女子 ダブルスカル 3位 谷口　智佳子 1年 鹿児島
シングルスカル 4位 四方　美咲 2年 京都

前列左から一人目が松本さん、二人目が冨永さん
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【結果】※3位以上
順位 種目 氏名（学年）
3位 男子総合 鹿屋体育大学
1位 男子カナディアン部門 鹿屋体育大学

男子カナディアン
最優秀選手 柚野　秀斗（3）

1位

c-1　1000 ｍ 柚野　秀斗（3）
c-2　200 ｍ 柚野　秀斗（3）・下屋敷　泰成（2）

c-1　Relay　4×500 ｍ 日髙　将希（4）・柚野　秀斗（3）
石川　義活（2）・佐藤　博幸（3）

wk-1　200 ｍ 森　愛奈（2）

2 位
c-2　1000 ｍ 日髙　将希（4）・柚野　秀斗（3）

c-4　1000 ｍ 日髙　将希（4）・佐藤　博幸（3）
岡村　真鳥（3）・柚野　秀斗（3）

3 位

k-1　200m 橋沼　新（2）

k-1　Relay　4×500 ｍ 橋沼　新（2）・安藤　久騎（1）
内田　海斗（1）・田原　瞭太（3）

k-2　200 ｍ 田原　瞭太（3）・森黒　開（3）
c-1　200 ｍ 日髙　将希（4）

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
受
験

希
望
者
と
そ
の
保
護
者
等
を
対

象
と
し
て
、
10
月
13
日
に
平
成

30
年
度
第
２
回
大
学
説
明
会

を
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

１
４
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
受
験
希
望
者
等
か

ら
の
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
、
大
学
及
び
入
試
制
度
等
に

つ
い
て
の
概
要
説
明
や
在
学
生

か
ら
の
受
験
に
向
け
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
実
験
・
実
習
体
験
を

含
む
施
設
見
学
、
学
生
食
堂
体

全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

カ
ヌ
ー
部
　
4
種
目
優
勝
！

　

8
月
28
日
か
ら
9
月
2
日
に
石
川
県

の
木
場
潟
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
第
54
回
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ

ン
ト
選
手
権
大
会
で
鹿
屋
体
育
大
学
カ

ヌ
ー
部
の
選
手
が
4
種
目
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
ほ
と
ん
ど
が
雨
と
い
う
悪
天

候
に
見
舞
わ
れ
、
選
手
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
る
の
が
難
し
い
中
、
こ

れ
ま
で
部
を
け
ん
引
し
て
き
た
2
名
の

4
年
生
（
日
髙
将
希
さ
ん
、
寺
岡
健
介

さ
ん
）
を
中
心
に
総
合
優
勝
連
覇
を
目

指
し
て
奮
起
し
ま
し
た
。

　

9
月
23
日
、
串
良
平
和
ア

リ
ー
ナ
（
鹿
屋
市
）
に
お
い

て
鹿
屋
体
育
大
学
主
催
の
第

14
回
「
鹿
屋
杯
」
全
国
高
等

学
校
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
本
学
創
設

の
趣
旨
の
一
つ
で
あ
る
「
武

道
の
振
興
」
を
目
的
と
し
た

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
大
会
運

営
全
般
を
武
道
課
程
で
剣
道

専
攻
の
学
生
（
剣
道
部
）
が

中
心
に
担
い
、
部
独
自
の
高

大
連
携
及
び
広
報
事
業
と
し

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

昨
年
は
台
風
の
影
響
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
2

年
ぶ
り
に
実
施
。

　

22
日
に
は
、
翌
日
の
大

会
に
向
け
、
高
校
生
、
大
学

生
、
指
導
者
等
に
よ
る
合
同

稽
古
錬
成
会
が
本
学
武
道

館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
多
く

の
参
加
者
が
汗
を
流
し
ま
し

た
。 第

14
回
「
鹿
屋
杯
」

全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
を
開
催

　

大
会
は
、
男
子
48
チ
ー

ム
、
女
子
35
チ
ー
ム
の
約

７
４
０
人
が
参
加
し
、
男

子
・
女
子
の
団
体
戦
（
5
人

制
）
の
予
選
リ
ー
グ
及
び
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
校
生
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
試
合
と
大
学
生
の

統
制
の
と
れ
た
大
会
運
営
に

よ
っ
て
成
功
裏
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
結
果
、

男
子
は
福
岡
大
学

附
属
大
濠
高
等

学
校
、
女
子
は
三

養
基
高
等
学
校
が

優
勝
し
、
「
鹿
屋

杯
」
と
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
位
ま
で
の
成

績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

男
子

▼ 

優　

勝
：
福
岡
大
学
附
属

大
濠
高
等
学
校（
福
岡
県
）

▼ 

準
優
勝
：
九
州
学
院
高
等

学
校（
熊
本
県
）

▼ 

３　

位
：
東
洋
大
学
附
属

姫
路
高
等
学
校
（
兵
庫

県
）
、
筑
紫
台
高
等
学
校

（
福
岡
県
）

個別相談の様子

健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

総
合
優
勝
こ
そ
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
部
門
で
同

大
学
が
１
位
を
獲
得
、
男
子
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
最
優
秀
選
手
に
は
柚
野
秀
斗
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
3
年
）
が
選
出

さ
れ
る
な
ど
を
始
め
、
大
健
闘
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
左
表
の
と

お
り
）

c-1 Relay 4×500ｍの1位の4名

男子優勝　福岡大学附属大濠高等学校

男子カナディアン最優秀選手の柚野さん

女子優勝　三養基高等学校

平
成
30
年
度

第
２
回
大
学
説
明
会
を
開
催

女
子

▼ 

優　

勝
：
三
養
基
高
等
学

校（
佐
賀
県
）

▼ 

準
優
勝
：
東
洋
大
学
附
属

姫
路
高
等
学
校（
兵
庫
県
）

▼ 

３　

位
：
鹿
児
島
女
子
高

等
学
校（
鹿
児
島
県
）、錦

江
湾
高
等
学
校
（
鹿
児
島

県
）

験
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

課
外
活
動
団
体
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー

も
展
示
さ
れ
、
受
験
希
望
者
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
は
概
ね
好
評
で
、
実
験
・

実
習
を
通
し
て
同
大
学
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、
施
設
見
学
等
に
よ

り
同
大
学
へ
の
興
味
・
関
心
が
一

段
と
深
ま
っ
た
趣
旨
の
感
想
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
有
意
義
な
大
学
説

明
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
内
交
通
安
全
指
導
を
実
施

　

10
月
10
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
水
野
講
堂
に
お
い
て
、
平

成
30
年
度
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
生

生
活
を
健
康
的
に
過
ご
し
て

も
ら
う
た
め
、
自
分
の
健
康

状
態
、
健
康
管
理
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
意
識
さ
せ
、
実

践
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
５
０
０
名
を
超
え
る

学
生
・
教
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
大
学
ス
ポ
ー
ツ
人
文
・

応
用
社
会
科
学
系
の
中
本
浩

揮
准
教
授
に
よ
る
「
ス
ポ
ー

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
毎

年
、
後
期
の
授
業
開
始
に
合

わ
せ
て
、
学
生
に
対
し
交
通

事
故
防
止
及
び
学
内
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
た
め
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
10

月
2
日
～
4
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
朝
８
時
か
ら
、

学
生
委
員
会
委
員
と
学
生
課

職
員
が
、
大
学
の
正
門
と
駐

輪
場
付
近
、
学
生
宿
舎
の
出

口
付
近
の
３
カ
所
で
、
自
動

車
や
バ
イ
ク
で
通
学
し
て
く

る
学
生
に
対
し
て
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る

ツ
心
理
学
か
ら
見
た
自
分
を

成
長
さ
せ
る
方
法
」
と
題
し

た
講
演
で
は
、
科
学
か
ら
見

た
一
流
に
な
る
条
件
等
に
つ

い
て
、
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
例
や
デ
ー
タ
を
基
に
、
学

生
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
と
て
も
た
め
に
な
る
話
ば

か
り
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
」
「
後

期
の
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
、
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

か
、
駐
車
許
可
証
を
貼
付
し

て
い
る
か
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
着

用
し
て
い
な
い
か
等
を
確
認

し
、
守
っ
て
い
な
い
学
生
に

は
そ
の
場
で
指
導
し
ま
し

た
。

　

同
大
学
で
は
、
交
通
事
故

防
止
に
関
す
る
講
習
会
や
、

学
内
外
の
交
通
ル
ー
ル
に
関

す
る
啓
蒙
活
動
な
ど
、
安
全

な
学
生
生
活
を
送
る
た
め
の

活
動
に
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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　私たち鹿屋体育大学カヌー部は現在、男子 15
名女子３名の計 18 名で活動しています。
　私たちが取り組んでいるカヌースプリントとい
う競技は、激流の中を下るスラロームとは違い、
流れのない静水に設置されたコースの中でタイム
を競うものです。
　毎日、放課後に集合し、全員で大学から車で片
道 30 分の場所にある大隅湖に移動して練習を行
なっています。
　また、ここ鹿屋体育大学には、あらゆるトレー
ニング設備が整っているため、低酸素室の中での
バイクトレーニングやプールでの長時間有酸素運
動など、乗艇練習だけではなく、充実した設備を
活用した他ではできないような練習を行うことが
できます。新学期に入った 10 月現在は、毎日約
３時間の有酸素運動を行うなど、基礎体力向上ト
レーニングに力を入れています。

　このようなトレーニングの成果もあり、今年石
川県で行われた「全日本学生カヌースプリント選
手権」では少ない女子部員も含め多くの部員が優
勝・入賞を勝ち取り、男子カナディアン部門で優
勝することができました。また、全日本選手権で
も成績を残し、さらには、国際大会という大きな
場で活躍する選手も輩出しています。
　今年度は、部門優勝を果たしたものの、目標と
してきた総合優勝には届きませんでした。
　この恵まれた環境に感謝すること、カヌーとい
う競技に取り組む中で人間的に成長することも忘
れずに、日々練習に励んでいきます。そして、来
年度は目標の総合優勝を勝ち取り、各個人さらに
飛躍した成績を残して、カヌー部一同、支援して
いただいている皆さんに感謝の意を伝えたいと
思っています。今後とも応援よろしくお願いしま
す。カヌー部

課外活動団体紹介

炳坤学長（後列中央）と一緒に

カヤック体験にて

歓声に沸いた体操競技のエキシビション

屋内実験プールでのカヌー体験

車いすテニスの体験 剣道体験の様子

　

10
月
８
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
鹿
屋
市
主
催

の
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in

か
の
や
」
が
開
催
さ
れ
、
お

よ
そ
１
，
３
０
０
人
の
参
加

者
が
21
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
体

験
に
加
え
、
紙
飛
行
機
で
の

ギ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
施
設

見
学
を
通
じ
て
体
育
の
日
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
in
か
の
や
」
は
昨
年
度
ま

で
主
に
鹿
屋
市
体
育
館
を
会

場
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
、
鹿
屋
体
育

大
学
と
鹿
屋
市
が
一
体
と

な
っ
て
ス
ポ
―
ツ
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
を
目
指
す
取
組

（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
）

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
機

に
、
今
年
初
め
て
同
大
学
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

９
時
の
受
付
開
始
時
か
ら

多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、

各
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
方
式
に
な
っ
て
い

る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
と
、
走
っ
て
会
場
へ
行

く
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
総
合
体
育

館
内
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
代
表
も

活
躍
し
た
ボ
ッ
チ
ャ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
体
験

で
き
る
濡
れ
な
い
ボ
ー
ト
や

気
軽
に
体
験
で
き
る
剣
道

等
、
日
ご
ろ
身
近
に
は
無
い

ス
ポ
ー
ツ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
と
あ
っ
て
待
ち
き
れ

な
い
表
情
で
多
く
の
子
供
た

ち
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、

50
ｍ
を
備
え
る
屋
内
実
験

プ
ー
ル
で
の
カ
ヌ
ー
、
屋
外

で
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

バ
イ
ク
、
車
い
す
テ
ニ
ス
な

ど
同
大
学
の
誇
る
広
大
な
施

設
・
優
れ
た
設
備
を
有
効
に

活
用
し
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

体
験
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
国
際
レ
ベ
ル
で
活
躍

す
る
選
手
が
多
数
所
属
す
る

体
操
競
技
部
の
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
事
前
に
30
分
間
だ
け
設

け
ら
れ
た
体
験
時
間
も
初
め

て
の
体
操
競
技
器
具
に
触
れ

て
楽
し
む
多
く
の
子
供
た
ち

と
そ
の
姿
を
カ
メ
ラ
に
留
め

よ
う
と
す
る
保
護
者
で
会
場

は
溢
れ
ん
ば
か
り
。
そ
の
後

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
ア

ジ
ア
地
域
の
交
流
協
定
校
へ

の
留
学
支
援
事
業
に
基
づ

き
、
９
月
23
日
～
27
日
の
日

程
で
、
国
立
体
育
大
学
（
台

湾
）
へ
学
生
４
名
と
教
職
員

３
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
、
鹿
屋
体
育
大
学
学

生
の
留
学
へ
の
意
識
や
意
欲

の
向
上
を
図
る
た
め
、
実
際

に
海
外
の
大
学
で
の
生
活
や

授
業
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
知
見
や
情
報
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

23
日
は
、
ま
ず
台
北
市
街

へ
赴
き
、
通
訳
が
つ
か
な

い
状
態
で
英
語
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
駆
使
し
て
買
物
を

体
験
。
そ
の
後
、
国
立
体
育

大
学
主
催
の
歓
迎
会
に
出
席

す
る
組
と
、
鹿
屋
体
育
大
学

に
交
換
留
学
し
て
い
た
経
験

の
あ
る
学
生
と
一
緒
に
野
球

観
戦
す
る
組
に
分
か
れ
て
、

情
報
交
換
や
学
生
間
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

24
日
は
特
産
品
の
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
製
品
工
場
、
中
正

記
念
堂
や
故
宮
博
物
館
等
を

視
察
。

　

25
日
は
国
立
体
育
大
学
内

の
体
育
施
設
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
係
の
貴
重
な
資
料
が
閲

覧
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見

学
後
、
同
大
学
の
炳
坤
学
長

を
表
敬
訪
問
し
、
炳
坤
学
長

か
ら
は
参
加
学
生
へ
歓
迎
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
国
語
講
座
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

の
学
習
成
果
が
披
露
さ
れ
、

行
わ
れ
た
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

も
、
会
場
に
入
り
き
れ
な
い

程
の
多
く
の
方
が
押
し
寄

せ
、
同
大
学
の
体
操
競
技
部

の
精
鋭
6
人
が
目
の
前
で
繰

り
広
げ
る
体
操
競
技
に
息
を

の
ん
で
見
入
り
、
着
地
と
共

に
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
体
験
も

「
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
や
っ

て
み
た
か
っ
た
。
楽
し
か
っ

た
」
「
ま
た
来
た
い
」
「
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
満
足
の
表
情
で
次
の
コ
ー

ナ
ー
へ
急
ぐ
子
供
た
ち
の
姿

が
み
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

短
期
留
学
の
た
め
の
体
験
研
修
in
台
湾

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や
」

鹿
屋
体
育
大
学
で
開
催

参
加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

26
日
は
、
国
立
体
育
大
学

の
学
生
の
指
導
・
支
援
を
得

て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
、
カ
ヤ
ッ
ク
等
の
授
業
体

験
や
鹿
屋
体
育
大
学
に
留
学

し
た
経
験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
等
と
の
交
流
会
が
行
わ

れ
、
留
学
に
つ
い
て
の
活
発

な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
初
は
、
緊
張
が
み
ら
れ

た
参
加
学
生
も
、
次
第
に
打

ち
解
け
、
最
終
日
の
頃
は
自

ら
中
国
語
で
自
己
紹
介
を
行

う
程
の
成
長
み
ら
れ
る
貴
重

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

学内行事  12 月
６日	推薦入試及び特別入試
	 （～７日)
26日		冬期休業期間
	 （～１月７日）

闘いのスケジュール 12月
１日・第36回九州学生駅伝対校選手権大会
　　（長崎/島原市）
　　・第18回九州学生女子駅伝対校選手権大会
　　（長崎/島原市）
２日・皇后盃第63回全日本なぎなた選手権大会
　　（千葉/浦安市運動公園総合体育館メインアリーナ）

15日・第13回全日本学生剣道オープン大会
　　（～16　石川/いしかわ総合スポーツセンター）
17日・第23回冬季短水路公認記録会
　　（福岡/総合西市民プール）
22日・第29回全日本セパタクロー選手権大会
　　（～23　東京/駒沢オリンピック公園総合運動場屋内球技場）
30日・2018全日本大学女子選抜駅伝競走
　　（静岡/富士宮市・富士市）

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元
年
四
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
年
会
費（
寄
付
金
）は
一
口
企
業
三
万
円
、

個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き

ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超

え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ

い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関
へ
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
関
係

各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
大
学
の
活
動
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
情
報
シ

ス
テ
ム
の
管
理
運
営
や
利
用
者

支
援
、
さ
ら
に
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
推
進
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
研
究
用
シ
ス
テ
ム
は
５

年
ご
と
に
最
新
の
機
器
に
入
れ

替
え
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
８

年
３
月
に
は
通
算
4
期
目
と

な
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）
エ
リ
ア
の
拡
充
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
教
室
は
も
ち

ろ
ん
、体
育
館
、武
道
館
、プ
ー

ル
な
ど
の
屋
内
体
育
施
設
に

加
え
、
陸
上
競
技
場
、テ
ニ
ス
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
な
ど
の
屋
外

競
技
場
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

使
っ
た
教
育
・
研
究
や
競
技
活

動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
展
開
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
も
の
だ
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

　

学
生
や
教
員
向
け
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
最
近
で
は
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
一
括
契
約
を
行
な
っ

【
学
内
共
同
研
究
教
育
施
設
だ
よ
り
】

【
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
だ
よ
り
】

ス
ポ
ー
ツ
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
長
：
和
田
　
智
仁

て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト

（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ

ｉｎ
ｔ
な
ど
）
や
数
値
計
算
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｂ
）

は
学
生
の
み
な
さ
ん
も
個
人
用

パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
学
屋
上
と
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
の
24
時

間
配
信
や
、
入
学
式
・
卒
業

式
の
ラ
イ
ブ
中
継
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
学
外
か
ら
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
保
護
者

や
卒
業
生
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
情
報
セ
ン
タ
ー

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト  

h
t

t
p

s
:/

/
it

e
c

.
n
ifs-k

.ac.jp
/

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

汎
用
的
な
能
力
・
態
度
・
志

向
＝
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル

を
測
定
・
育
成
す
る
も
の
）

の
結
果
と
学
修
の
満
足
度
等

の
調
査
結
果
を
手
が
か
り

に
、
学
生
へ
の
学
修
支
援
の

あ
り
方
に
関
す
る
話
題
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
教
員
は
、

各
自
の
専
門
授
業
区
分
ご
と

に
分
か
れ
て
、
同
大
学
学
生

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
自
分

を
取
り
巻
く
環
境
に
実
践
的

に
対
処
す
る
力
）
を
延
ば
す

方
法
や
よ
り
深
い
学
び
が
生

じ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
る
具
体
的
な

授
業
展
開
等
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
教
員
か
ら
は
、「
学

生
の
特
徴
（
デ
ー
タ
）
が
わ

か
り
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
で

き
る
よ
う
な
授
業
案
を
作
成

し
た
い
」、「
有
益
な
情
報
を

得
て
意
見
交
換
で
き
た
こ
と

が
今
後
の
授
業
づ
く
り
に
生

か
せ
そ
う
」
等
の
今
後
の
授

業
改
善
に
向
け
た
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｆ
Ｄ
講
演
・
研
修
会
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
９

月
21
日
に
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
）
講
演
・
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
大
学
に
お
け

る
大
学
改
革
・
教
育
改
革
の

一
環
と
し
て
、
教
員
の
教
育

内
容
・
授
業
方
法
の
恒
常
的

な
改
善
を
目
的
に
、
Ｆ
Ｄ
推

進
事
業
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
。

　

ま
ず
、
同
大
学
の
教
育
企

画
・
評
価
室
特
任
助
教
で
あ

る
近
藤
亮
介
氏
が
講
師
と
な

り
、「
本
学
学
生
の
汎
用
的

能
力
特
性
と
学
修
支
援
の
あ

り
方
」と
題
し
た
テ
ー
マ
で
、

現
在
同
大
学
学
生
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
テ

ス
ト
（
専
攻
・
専
門
に
関
わ

ら
ず
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

講演・研修会の様子

【陸上競技】
◆天皇賜盃第87回日本学生陸上競技対校選手権大会
（9/6～9　神奈川/川崎市等々力陸上競技場）
▽男子
　1500m 5位 小林　青
▽女子
　1500m 3位 日隈　彩美
　 7位 藤川　遥
◆第46回九州学生陸上競技選手権大会
（9/14～16　福岡/福岡市平和台陸上競技場）
▽男子
　400mH 3位 谷本　翔平
　三段跳　 3位 楢林　佳明
　砲丸投（7.260㎏）
　 3位 金城　海斗

【テニス】
◆	平成30年度全日本大学対抗テニス王座
決定試合九州地区予選１部

（9/10～12　福岡/九州国際テニスクラブ）
▽男子
　団体　 1位 鹿屋体育大学
▽女子
　団体 1位 鹿屋体育大学

【サッカー】
◆	2018年度第42回総理大臣杯全日本大学
サッカートーナメント

（ 8/31～9/9　大阪/ヤンマーフィールド
長居・ヤンマースタジアム長居）

 ベスト8 鹿屋体育大学

【水泳】
◆第94回日本学生選手権水泳競技大会
（9/7～9/9　神奈川/横浜国際プール長水路）
▽男子
　400ｍ自由形　 3位 小林　祐馬

　1500ｍ自由形 4位 小林　祐馬
 5位 佐貫　省吾
　400ｍ個人メドレー
　 5位 野﨑　充
▽女子
　200ｍ背泳ぎ 8位 山口　藍李

【柔道】
◆九州学生柔道体重別選手権大会
（9/1～9/2　福岡/福岡武道館）
▽男子
　60㎏級 1位 森田　将矢
　 2位 福田　大悟
　66㎏級 2位 清家　裕馬
　 3位 星田　和希
　73㎏級 1位 小林　礼弥
　81㎏級 1位 山田　史人
　 3位 竹下　将樹
　90㎏級 1位 吉野　弘人
 2位 田上　英也
　100㎏級 1位 吉野　敦哉
 2位 境　辰五郎
 3位 大石　智也
 3位 福井　優駿
　100㎏超級 1位 平﨑　省吾
 2位 永田　賢斗
 3位 黒河内　健介
▽女子
　48㎏級 1位 松西　夢紀
　52㎏級 3位 阪部　りり子
　63㎏級 1位 飯野　鈴々
　 2位 塔本　葵葉
　70㎏級 1位 牧田　朱加
　 3位 伊藤　友希
　78㎏超 2位 桒原　佑佳
◆全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
（9/8～9/9　埼玉/埼玉県立武道館）
▽男子
　60㎏級 3位 福田　大悟
　90㎏級 8位 吉野　弘人
▽女子
　70㎏級 5位 伊藤　友希

◆全日本学生柔道体重別選手権大会
（9/29～9/30　東京/日本武道館）
▽男子
　60㎏級 3位 森田　将矢
　73㎏級 5位 小林　礼弥
　100㎏級 5位 吉野　敦哉
▽女子
　70㎏級 5位 牧田　朱加

【剣道】
◆第65回全九州学生剣道大会
（9/8　福岡/粕屋町総合体育館）
▽男子
　団体 1位 鹿屋体育大学
◆第41回全九州女子学生剣道大会
（9/8　福岡/粕屋町総合体育館）
▽女子
　団体 1位 鹿屋体育大学
◆第17回世界剣道選手権大会
（9/14～16　韓国/仁川南洞体育館）
▽女子
　団体 1位 松本　※（日本）
　※は他団体選手との出場を示す。
◆第57回全日本女子剣道選手権大会
（ 9/23　長野/長野市真島総合スポーツア

リーナ）
　個人戦 3位 松本　智香

【ヨット】
◆第27回全日本学生女子ヨット選手権大会
（ 9/21～24　愛知/豊田自動織機海陽ヨッ

トハーバー沖）
　470級 3位 川邉、北林

【漕艇】
◆第45回全日本大学選手権大会
（9/6～9/9　埼玉/戸田ボートコース）
▽女子
　シングルスカル 4位 四方　美咲

【自転車競技】
◆	第74回　全日本大学対抗選手権自転車
競技大会ロード

（ 9/2　長野/大町市美麻地区　公道周回
コース）

▽女子
　ロードレース 1位 中井　彩子
◆	第87回全日本自転車競技選手権大会ト
ラック・レース

（9/8～9　静岡/伊豆ベロドローム）
▽男子
　エリート　チーム・スプリント
 4位 岸田、山根、真鍋
　マディソン　 8位 長松（大）、徳田
▽女子
　マディソン 1位 橋本　※
　エリート　チーム・スプリント
 3位 西島　※
　エリート　ポイントレース
 5位 橋本　優弥
　エリート　スプリント
 4位 西島　叶子
　※は他団体選手との出場を示す。

【カヌー】
◆	日本選手権大会　平成30年度SUBARU
日本カヌースプリント選手権大会

（9/6～9　石川/木場潟カヌー競技場）
▽男子
　K-２　500m 3位 田原　※
　C-１　500m 7位 日髙　将希
　C-２　500m 2位 日髙、柚野
 7位 岡村、横山
　K-２　1000m 3位 田原、森黒
　C-２　1000m 2位 佐藤　※
　※は他団体選手との出場を示す。

★�第73回国民体育大会の成績は１面
に記載しております。

９月


